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　日頃から「早寝早起き朝ごはん」国民運動に御協力いただき、誠にありがとうございます。
　子供たちの健やかな成長にとって、十分な睡眠、バランスのとれた食事、適切な運動などはとても大切な要
素です。これらのことに留意しつつ、規則正しい生活習慣を身につけさせるための取組を社会全体で推進する
ため、平成18年度から「早寝早起き朝ごはん」国民運動を推進してまいりました。この運動は開始から17年目
を迎え、子供たちの生活習慣の改善に向けた全国的な取組として、社会に広く浸透してきております。
　この間の「早寝早起き朝ごはん」全国協議会をはじめ、ＰＴＡ、青少年・スポーツ団体、教育・文化関係団
体、経済界など、幅広い関係各位の御尽力に改めて感謝申し上げます。
　昨今は、コロナ禍で子供たちの外遊びや体験活動等の機会が減少する中、子供の生活習慣の乱れやストレ
スなどによる心身への負の影響が懸念されています。このような状況を踏まえ、令和４年２月に文部科学省が
発表した「教育進化のための改革ビジョン」において、新型コロナウイルス感染症を契機として①デジタルが

持つ学びにおける可能性と在り方、②学校の持つ福祉的機能や教師の存在意義、③リアルな体験の持つ価値等に対する再認識が必要
とした上で、「地域や企業とも連携し、学校内外での豊かな体験活動機会を確保する」という方向性が示されました。また、同年３月には
末松文部科学大臣より、令和４年度を「体験活動推進元年」、そして令和６年度までを「体験活動推進重点改革３か年」と位置づけ、『コ
ロナ禍で縮小した体験活動を全国で充実させていく』とのご発表がありました。
　当機構のオリンピックセンターも「～国立ユースパーク“子供・若者の杜”～」とする構想を掲げ、子供たちに新たな体験価値を提供で
きる施設への変革を目指しております。そのため老朽化した施設を改修・整備した上で、STEAM教育・食育・芸術などの拠点を整備する
ほか、自然環境を活かした活動拠点を整備するなど、多様な教育機能の拡充を進めることにより、真の「体験活動推進元年」となるべく、
機構が子供達に多様な体験価値を提供しつづけていくことを目指しております。
　この「体験」と「生活習慣」が結びついた「早寝早起き朝ごはん」国民運動は、今後の青少年教育の軸となるものであり、学校教育や関
係機関・団体等と連携を促進し、青少年の健全育成に取組んでまいる所存です。
　皆様方におかれましても、今後とも「早寝早起き朝ごはん」国民運動の一層の充実に御支援、御協力を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。

国立青少年教育振興機構
理事長

古川　和
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全国ではこんな活動・取り組みをしています！

「朝ごはんたべよう」の取組について
東近江市青少年育成市民会議永源寺地区

　昨今、新型コロナウイルス感染症拡大が今なお続くことも一因し
て「朝食を食べない」「夜更かしをする」など子どもたちの生活リズム
の乱れが問題視されています。同じく本市でも家庭や保護者の不安
感や孤立感の増大に伴い、子どもたちの生活習慣や心の乱れが危
惧されています。東近江市青少年育成市民会議では「早寝早起き朝
ごはん」運動として子どもたちの健やかな成長のために十分な睡
眠・バランスのとれた食事、適切な運動など規則正しい生活習慣を
きちんと身に付ける運動の啓発、推進を重点目標の一つとしています。
　東近江市青少年育成市民会議は７支部に分かれての活動が中心
となっており、「地域の子どもは地域で育てよう」を合言葉に青少年
の健全育成に関する環境づくりや家庭教育の推進等に取り組んで
います。その中で永源寺支部において取り組んできた事業について
御紹介いたします。
　永源寺地区は鈴鹿山脈のふもとに位置し、古くからの集落で形成
されており、子どもから大人まで住民同士のつながりが強い地域です。
　永源寺支部では平成20年から親と子が一緒になった家庭教育の
向上や、地域ぐるみで子どもの基本的な生活習慣を向上させ、毎朝
毎食をしっかりとることの大切さ、また子ども達にご飯のおいしさ、
特に地元米を味わってもらうことを目的として、夏休みのラジオ体操
後におにぎりを食べる「朝ごはん食べよう」という取組を続けてきま
した。参加者は10歳代から80歳代までで、地域から地元米の提供を
受け、自治会、子ども会、老人会、女性会、民生委員の協力を得ながら
まさに地域ぐるみの取組となっています。参加者からは「白いおにぎ
りがとっても美味しかった」、「地域の子どもたちの顔や、元気な様子
が見られて、楽しかった」「地元米を提供して、皆に味わってもらえ

た」など、にこにこ笑顔あふれる光景が思い浮かぶような感想が聞
かれます。
　しかし、コロナ禍で、食事の提供や大勢での食事が困難になり、
令和元年以降本事業の中核を担っていた「みんなでおにぎりを食
べる」ことができなくなりました。残念ではありますが、夏休みの子
どもたちの規則正しい生活習慣はもちろんのこと、地域のつながり
を大切にするためにも、子どもと大人が一堂に会して「地域みんな
でラジオ体操に取り組む」という運動を継続していきたいと考えて
います。
　今後、東近江市全域でそれぞれの支部の特徴を生かした「早寝・
早起き・朝ごはん」運動の取組を行っていこうと考えています。

子育て中の人が周りの人を頼ってみんなで支えあえる
コミュニティーを作ろう
子育て支援 有償ボランティア団体 はぐっと

　子育て支援有償ボランティア団体はぐっとは、御殿場市を中心に
子育てイベントを開催したり、個人向け、企業向けのベビーシッター
事業を行っています。
　地域の皆様のご協力のもと開催されるイベントでは、イベント会
場周辺のゴミ拾いなども実施し、地域社会の一員であることを実感
してもらい、孤独感を取り除くことにも取り組んでいます。
　いちご狩り体験では、親子でいちごを夢中になって食べる姿を見
て、参加者の皆さんの輝くような笑顔にシッターも癒されました。
　冬には御殿場の特産品である水かけ菜の収穫体験や、春にはた
けのこ掘り、地域の方のご厚意でお借りした田んぼでの田植えなど、
農業体験イベントも開催し、地元で採れる農産物を自分達で育て、
世話をし、収穫して味わうことも行っています。
　田植え体験では、はじめて入る泥の感覚に怖がってしまう子もい
ましたが、泥団子を作ったり泥合戦をしたりしながら、普段とは違う
経験をしてもらうことで、子育てを楽しく、気分をリフレッシュしても
らえるような子育て支援を行っています。
　自分達で植えた苗は、収穫したらおにぎりにしたり、もち米は杵と
臼を使っておもちにしたりする予定です。

　これからも、地域連携により人の輪を広げ、安心して子供を育て
られる地域として多くの人に信頼される街で、多様化する子育ての
お手伝いをしていきたいと考えております。

「朝ごはんたべよう」の風景

「ゴミ拾い」及び「いちご狩り体験」の風景
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本校の教育課題の解決に向けた取り組み
～学びに向かう力と生活習慣の改善に向けて～

嘉麻市立稲築東中学校

　本校では、「学力の向上」「規範意識の醸成」という本校の教育課題
の解決に向けて「朝読書」「ノースマホ・ノーゲームデイ」に取り組んで
います。
◆朝読書について
ねらい
　読書は豊かな情操と「考える力」「感じる力」「表す力」等を育み、人
生をより深く生きていくために欠かせないものである。読書活動を
通して、全ての活動の基盤となる「価値・教養・感性等」を涵養してい
くことは、生徒の学力向上に大変有効であること、また、『落ち着いた
１日のスタートをきることができる』という観点から朝のHR前に「朝
読書」を設定する。
朝読書の原則
①みんなでやる。（全校一斉に、教員も学級で一緒に）
②毎日やる。（継続は力なり）
③好きな本を読む。（漫画、雑誌、写真集を除く）
④ただ読むだけ。（感想文や、読書記録などを求めない）
◆ノースマホ・ノーゲームデイについて
ねらい
　本校の子どもたちの基本的な生活習慣にみられる課題解決に向
け、全生徒を対象に、ゲームやメール、LINE等をする時間を学習や

読書、家庭での手伝い、睡眠時間の確保に活用する「ノースマホ・
ノーゲームデイ」を実施する。
　生徒が「ノースマホ・ノーゲームデイ」を通して、規則正しい生活
リズムや生活習慣を身に付けることの一層の促進を図る。
取組内容
①重要な連絡以外に、SNSや動画の視聴やゲームをしない。スマホ
については、家庭で保管場所を決めて管理する。
②学校で作成したチェックシートを活用して家庭で評価を行う。
③学期毎に集計データ分析し、学力向上委員会にて現状把握、課
題分析、今後の改善策を検討する。

全国ではこんな活動・取り組みをしています！

子ども朝活事業「南プ塾」
南富良野町教育委員会

　当教育委員会では、平成27年度から子ども朝活事業に取り組んで
います。
　生活リズムが乱れやすい長期休業中に、学習や運動、体験活動等
を通して望ましい生活習慣の定着を図るとともに、学力向上や体力
向上、体験活動を通して個々のスキルアップを図ることを目的に実
施しています。
　令和３年度の取り組みは以下のとおりです。

１　学習プログラム
　令和２年度各学校に導入された一人一台端末を活用し、低学年
は「ローマ字入力」、高学年は「授業で活用するソフトの操作」につい
て学び、学校の授業につながる内容を実施しました。

２　運動プログラム
（１）速くなる走り方
　全国体力運動能力調査の結果で、本町の児童は「走る」ことを苦
手としていることから、走り方の指導を受けました。
（２）雪中サッカー
　足場の不安定な雪の上を走ることで、体力向上を図りました。

３　体験プログラム
（１）水風船ドッチボール
　水風船をキャッチするには、体のバネをうまく使うことが重要とな
ることから、楽しみながら体幹を鍛えました。

（２）南プ塾科学実験
　トイレットペーパーを使った万華鏡づくり、段ボールを使った空
気砲づくりを行い、光の反射や空気の流れについて学びました。
　事業の運営にあたって、南富良野高等学校ボランティア同好会、
社会教育委員、スポーツ推進委員、町登録ボランティア等の協力を
得ながら実施しております。高校生は、小学生の時に南プ塾に参加
し、高校生になり事業に参画する生徒が多く、参加から参画へ立場
が変わり、様々な経験をつむことができています。
　事業開始から今年度で８年目となりますが、プログラムのマンネ
リ化や参加人数の減少等課題もあがってきております。
　子ども達が興味を持って取り組める内容を企画・実施していくこ
とで、長期休業中にできる貴重な体験、良い思い出となるよう、今後
も事業を継続していきます。

高校生による学習プログラムの補助 水風船を持って笑顔でポーズ
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　「早寝早起き朝ごはん」全国協議会が行った 「『早寝早起き朝ごはん』の効果に関する調査研究」（令和３年３月）に関しては、
これまで本ニュースレターでも紹介してきましたが、もうすぐ夏休みを迎えるにあたって今回は朝の活動（朝活）の大切さを御紹介
します。

データで見る「朝の活動（朝活）」 の効果

結果 1 子供の頃の朝の活動と大人になった現在の資質・能力との関係

結果 2 子供の頃の各種朝の活動（朝活） と 大人になった現在の資質・能力との関係

図2-1　子供の頃の朝活（ラジオ体操）の状況と現在の資質・能力
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図2-2　子供の頃の朝活（運動・スポーツ）の状況と現在の資質・能力
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図2-3　子供の頃の朝活（自然体験）の状況と現在の資質・能力
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　朝活の活動別にみるとどの活動に関しても、子供の頃熱心に行って
いた人ほど、大人になった現在の資質・能力が高い傾向がみられた。
　特に「生き物の世話（水やり、エサやり等） 」や「家事の手伝い（靴み
がき、ゴミ出し等）」 、「ラジオ体操」 については高い相関関係が見られ
た。
　近年、ラジオ体操の会場や機関が減少しているのではないかと危惧
している。
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図1-2　年代別にみた子供の頃の朝活の状況と現在の資質・能力
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図1-1　子供の頃の朝活の状況と現在の資質・能力

　子供の頃に早起きをして、ラジオ体操や運動・スポー
ツなどの朝の活動（朝活）を熱心に行っていた人ほど、
大人になった現在の資質・能力が高い傾向がみられ
た。
　年代別にみると、30代以下の年代の方が40代以上の
年代より相関関係が強い傾向がみられた。また、20代以
下については他の年代に比べて朝活をよく行っていた
人は資質・能力が高い割合が多かった。
朝の活動（朝活）については、「ラジオ体操」「運動・スポー
ツ（なわとび、かけっこ、野球等）」「自然体験（虫取り・
魚釣り・野鳥観察等）」「楽器演奏（ピアノ、バイオリン等）」
「絵・工作」「読書（絵本・マンガを含む）」「生き物の世
話（水やり、エサやり等）」「家事の手伝い（靴みがき、
ゴミ出し等）」及び「勉強（宿題を含む）」の 9 活動を取
り上げ、このうち一つでも「何度もある」と回答した人
を「朝活多群」とした。

大人になった「現在の資質・能力」については、国立
青少年教育振興機構が過去に実施した研究成果をもとに
検討を行い、自然体験や生活体験などの様々な体験活動
を通して得られる資質・能力として「自尊感情」「共生感」
「意欲・関心」「規範意識」「人間関係能力」「職業意識」
「文化的作法・教養」「へこたれない力」を取り上げた。

高群 中群 低群

高群 中群 低群
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朝活の状況結果 3

図2-4　子供の頃の朝活（楽器演奏）の状況と現在の資質・能力
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33.3％

図2-5　子供の頃の朝活（絵・工作）の状況と現在の資質・能力

朝
活（
絵・工
作
）

（
子
供
の
頃
）

高←資質・能力（現在） →低
10％

何度もある
 （N=878）

少しある
 （N=1466）

ほとんどない
 （N=2656）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

49.2％

46.7％ 21.4％

23.3％ 42.1％ 34.6％

38.6％ 12.2％

高群 中群 低群

32.0％

図2-6　子供の頃の朝活（読書）の状況と現在の資質・能力

朝
活（
読
書
）

（
子
供
の
頃
）

高←資質・能力（現在） →低
10％

何度もある
 （N=1653）

少しある
 （N=1481）

ほとんどない
 （N=1866）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

41.4％

45.8％ 24.4％

21.2％ 40.9％ 37.9％

42.3％ 16.3％

高群 中群 低群

29.7％

図2-7　子供の頃の朝活（生き物の世話）の状況と現在の資質・能力

朝
活（
生
き
物
の
世
話
）

（
子
供
の
頃
）

高←資質・能力（現在） →低
10％

何度もある
 （N=1144）

少しある
 （N=1635）

ほとんどない
 （N=2221）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

49.7％

46.2％ 22.4％

19.8％ 42.1％ 38.1％

39.3％ 11.0％

高群 中群 低群

31.3％

図2-8　子供の頃の朝活（家事の手伝い）の状況と現在の資質・能力

朝
活（
家
事
の
手
伝
い
）

（
子
供
の
頃
）

高←資質・能力（現在） →低
10％

何度もある
 （N=1175）

少しある
 （N=1795）

ほとんどない
 （N=2030）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

49.0％

45.6％ 23.3％

19.1％ 42.5％ 38.4％

39.1％ 11.9％

高群 中群 低群

31.0％

図3-1　子供の頃の朝活の状況

10％

朝活多群
（N=3514）

朝活少群
（N=1486）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

70.3％

29.7％

図2-9　子供の頃の朝活（勉強※宿題を含む）の状況と現在の資質・能力

朝
活（
勉
強※

宿
題
を
含
む
）

（
子
供
の
頃
）

高←資質・能力（現在） →低
10％

何度もある
 （N=1608）

少しある
 （N=1732）

ほとんどない
 （N=1660）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

43.4％

46.9％ 23.8％

19.0％ 39.7％ 41.3％

41.6％ 15.0％

高群 中群 低群

29.2％

図3-2　年代別にみた子供の頃の朝活の状況

多←朝活 →少
10％

20代以下
 （N=1400）

30代
 （N=1000）

40代
 （N=1000）

50代以上
 （N=1600）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

63.8％

35.0％

73.3％ 26.7％

77.4％ 22.6％

36.2％

朝活多群 朝活少群朝活多群 朝活少群

65.0％

　朝活を一つでも「何度もある」と回答した（朝活多群）の割合は 
70.3％であった。年代別に見ると50代以上は朝活多群が77.4％で
あるが、年代が若くなるほど減少し、20代以下では63.8％となって
いる。
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「早寝早起き朝ごはん」全国協議会推進会員一覧 （五十音順、敬称略）

【企業会員】
㈱アースダンボール、㈱伊藤園、㈱インターレイズ、エムエフエス㈱、㈱旺文社、キッコーマン㈱、コカ・コーラ ボトラーズ ジャ
パン㈱、西洋フード・コンパスグループ㈱、㈱玉川繊維工業所、㈱ナガセ、㈱日本教育新聞社、日本マクドナルド㈱、㈱明治、
㈱悠光堂、雪印メグミルク㈱、㈲ルーティ、㈱若葉共済会

【公益法人等・個人会員】
（一社）家の光協会、（公財）上廣倫理財団、大船T’ｓ形成クリニック、お米マン OKOME-MAN プロジェクト実行委員会、 （認定
NPO）おやじ日本、㈻香川栄養学園女子栄養大学、学習塾 みち、（一財）学生サポートセンター、（公財）学校給食研究改善協会、
神谷歯科医院、（一財）教職員生涯福祉財団、子どものごはん栄養ノート、子どもの早起きをすすめる会、（公財）才能開発教
育研究財団、（公財）実務技能検定協会、（一財）社会通信教育協会、上越教育大学、小児神経学クリニック、㈻昭和学院、
新宿柏木クラブ、聖徳大学・聖徳大学短期大学部、（公社）全国学校栄養士協議会、全国国公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡
協議会、（公社）全国子ども会連合会、（福）全国社会福祉協議会全国保育協議会、全国専修学校各種学校総連合会、全国友の会、
全国米穀販売事業共済協同組合、（公財）ダノン健康栄養財団、つむぐ指圧治療室、東京学芸大学、（公社）日本一輪車協会、（公財）
日本英語検定協会、（公財）日本数学検定協会、（公財）日本スポーツ協会日本スポーツ少年団、（NPO）日本成人病予防協会、（公社）
日本調理師会、日本ＰＣＡ教育振興会、（公社）日本ＰＴＡ全国協議会、（一財）日本ユースホステル協会、（NPO）日本ららばい協会、（公
財）日本リトルリーグ野球協会リトルリーグ東京連盟、（公財）日本レクリエーション協会、はっぴーdoファミリー、早寝・早起き・
朝ごはん実行委員会 in宮城、日高町、（公財）古岡奨学会、㈻文化学園、（公社）母子保健推進会議、（一社）マザー・ニア、（公社）マナー
キッズⓇプロジェクト、南新宿クリニック耳鼻科・小児科、（NPO）幼児教育従事者研究開発機構、陽電研究室、岡 静子、菊池 清、
鈴木みゆき、外川 泉、中村岩男、新山雄次、西中孝樹、久次辰巳、星野恭子、松岡浩蔵、村田佳祐、森田聡子、森田秀作
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推進会員数：84（令和4年7月現在）

令和３年度「食育白書」について
文部科学省

総合教育政策局地域学習推進課家庭教育支援室

　本年５月31日、食育基本法の規定に基づき、食育の推進
に関して講じた施策について報告を行う「食育推進施策
（食育白書）」の令和３年度版が閣議決定されました。
　この食育白書において、文部科学省からは「全国学力・
学習状況調査」の結果に基づいた睡眠や朝食などに関す
る子供の基本的な生活習慣の状況や、朝食の摂取と「全国
学力・学習状況調査」の平均正答率及び「全国体力・運動能
力、運動習慣等調査」の体力合計点との関連をデータで示
しています。
　また白書では、「新型コロナウイルス感染症の感染拡大
と食育」について特集しております。感染症の感染拡大下
において、共食に対する人々の考え方や行動に変化が見
られたことや、感染症による影響が長期化する中、関係省
庁において実施した学校等の臨時休業等の際に生じる未
利用食品の利用を促進する取組、家庭での食生活改善の
重要性を普及・啓発するためのツールの作成、子供食堂・
子供宅食やフードバンク等への支援、デジタル化に対応
した食育の推進等について取り上げております。
　この他にも、白書には「早寝早起き
朝ごはん」の活動に取り組む皆様に、
有益な情報が多く記載されておりま
すので、ぜひご覧ください。

ここは、「早寝早起き朝ごはん」国民運動に関わっている人同士が
つながっていくコーナーです！次はあなたとつながるかも！？

ご所属

茨城県筑西市立村田小学校 養護教諭

お名前

駒場依利子　さん

「早寝早起き朝ごはん」との関わり

　私は、手づくり絵本を使って「早寝・早起き・朝ごは
ん」の大切さをわかりやすく伝えています。「うしお先
生」というネコのオリジナルキャラクターが登場し、健
康の大切さを教えてくれます。オリジナルの歌もあり、
保健室で聴くことができます。手づくり絵本を教室に
置いていて自由に読むことができ、担任の先生が紙芝
居のように使用することもあります。

ひとこと♪

　今年度、学校教育目標達成のための方策の１つとし
て「早寝・早起き・朝ごはん」推進活動を行っていこうと
考えています。絵本を活用して、家庭や地域を巻き込ん
だ活動をしていきたいです。児童の健康な習慣を整え、
元気に毎日登校してくれること
を願います。村田小学校のホー
ムページにも掲載していますの
で、ぜひご覧ください。

つないでいこう♪
「早寝早起き朝ごはん」～文部科学省より～

食育白書はこちらから➡
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